
 

 

自筆証書の遺言書を法務局で保管してもらっている場合に、氏名、住所等に変更が生じたときには、遺言書保管官にそ

の旨を届け出る必要があります。また、保管の申請の撤回をすることにより、遺言書の返還等を受けることができます。 

 

1. 遺言者が変更事項を届け出る 

 
2. 保管の申請の撤回 

 
 自筆証書遺言を撤回する場合には、遺言者が遺言書の原本が保管されている法務局に出向き、遺言書の返還を受けて破

棄すれば撤回ができます。一方、公正証書遺言は、公証役場に遺言者が申し出ても、公正証書遺言の返還を受けることが

できませんので、新たな遺言書で撤回の意思表示が必要となります。 

 なお、変更の届出や保管の申請の撤回については、手数料はかかりません。           （文責：山本和義） 
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